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旨

本研 究の 目的 は、MSSM法 か ら得 られた物 語 にみ られる アニマが4回 のMSSM法 の中で どの ように

変容 しているか を検 討す ることであ る。今 回、1つ の事例(20代 前半 男性)を 取 り上げて、MSSMの

物語か らみ られるアニマの変容 について検討 した。本事例 では4つ の物語 が創造 された。 その中で 「尖

った描線 」 に投影 した 「僕」 とアニマのや りと りが現れ、 「僕」 の問題 と積極的 に向 き合 うプロセスが

認め られた。 「僕」が物語 の中で積極的 にアニマ と関わる中で、Aさ ん自身の問題 が浮上 しその問題 に向

き合 うことで 、アニマとの関わ り方や アニマ イメージが変容 していった。

本事例 の結果 か ら、心理 カウ ンセ ング場面で クライエ ン トがMSSMの 「尖った描線」 に投影 したモチ

ーフを物語 の中で能動的 に使 うことが心理的変容 を促進 させ るために重要 であることが示唆で きた。

1は じめ に

MSSM(交 互 ぐるぐる描き物語統合法:MutUalScribbleStoryMaking)と は、セラピス トと

クライエン トが交互にスクウィグルをし、そこに投影された様々な絵 をクライエン トが統合 し、

最終的に物語 として語ってもらう芸術療法の一技法である。

今 日、MSSMに 関する研究は事例研究が多 く、治療促進的な効果が報告 されているが、統計

的手法を用いた調査研究は未だ少ない。また、臨床場面でMSSMが 実施 される場合でも、単 に

マニュアル(手 続き)ど お りに理解 して導入 しているように思われるケース も少なくない。セラ

ピス トの役割は、MSSMを 用いてクライエ ントを査定す るだけでな く、クライエ ントが何かを

感 じとり洞察を深めるように働きかけて、最終的にはクライエントが元気になるように心理的援

助をすることである。具体的に言うと、セラピス トがやみ くもに誘発線や誘発線か らの投影 をす
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るのではなく、クライエン トの描画表現が円滑に促進 しやす くなるように、セラピス トが投影し

たい くつかの思いつきを選択 して描いたり、誘発線 を描いた りすることが臨床的に洗練 された技

法の用い方であると思う。

老松(1993,2004)は 、「無意識由来の諸内容に意識ない し自我が積極的に関与 します と、その

分、意識の領域の拡大が可能になって くるわけですが、特 にそれらの諸内容をひとつの物語 とし

て構成するという関与の仕方をしますと、意識のなかでの収まり具合がよくなり、次なる展開へ

もつなが りやす くなる」 と、イメージの中でのアクティブな自我の重要性 を述べている。

藤内(2007)は 、MSSMの 「尖った描線」に投影 したモチーフを物語の中に能動的に使 うこ

とが、心理カウンセング場面でのクライエントの心理的変容を促進させるために重要であること

を述べている。

本研究では、修士論文での調査研究で調査に協力 した男性調査対象者11名 の うち、1名 の事例

をとりあげることにした。その中で も主に、MSSMの 物語 に焦点をあて、調査対象者のアニマ

の変容について検討 してい く。

皿 事例提示

ここでは、実際MSSMに 自主的に協力 して もらった11名 の男性調査対象者のうち1名 の調査

対象者の4回 のMSSM法 を紹介する。今から事例的研究 として紹介する調査対象者 を選んだ理

由としては、「尖 った描線」 に投影 したモチーフを主体的に物語に統合できているところや、

MSSMや インタビューの中で、情緒が表出 してお り、調査対象者自身 も積極的に感情面につい

て考察 を深めているところか らである。週1回50分(MSSM30分 、インタビュー20分)で 、

MSSMを 実施 し、大学内にある洋室6畳 程の静かな教室 を使用 した。MSSMの 中で、筆者は

「尖った描線」を調査対象者 に提示 した。1回 のMSSMの 中で2週 目、3週 目あたりに 「尖った

描線」を提示 した。

1事 例のプロフィール

Aさ ん 男性20代 前半 大学院生

筆者がAさ んに初めて出会った時の印象を簡単に述べてお くことにする。Aさ んは標準的な背

丈の男性で、痩せ型であった。顔の輪郭は、細長い。目鼻は小 さく、色白で線の細い感 じの顔立

ちである。髪型はやや長めの黒髪で、髪の毛先をね ぐせのような感 じでニュアンスをつけていた。

服装は襟付 きのカッターシャッで、淡いピンクや紫、小さな花柄のものが多かった。甘い物が好

きで、飲食物を片手に持って毎回来室 していた。声は標準的な低さで、小さい。話 し方は、少 し

ゆっ くりめの口調である。対人関係の作 り方は、人を笑わせようと話をわざと大げさに言ったり、

嘘 をついてみたり、突然関連性のない内容のテレビの一一コマを会話に入れてみた りする。Aさ ん

は、人から注目をあびたいという願望があると他者から感 じるような変わった言動をすることが

多かった。Aさ んを知る人からは、このようなAさ んの特性 を理解 し、Aさ んに場面にそ ぐわな

い奇異な言動があっても、「いつものこと」だと思い、気にせず話を流すようであった。 しか し、
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筆者は、Aさ んの言動は、 どこか憎めない ところがあった。そ れは、Aさ んが他者 との関係を無

視 しているというよりも、他者のことを気にして発 した言葉であったり、他者にあるがままの自

分を受け入れてもらうことにためらいがあるような感 じがあったからである。

2MSSM法 実施

(1)第1回 目の実施状況

X年Y月Z日

Aさ んの初回の様子を少 し述べておきたい。初回というのも関係 しているのか、Aさ んは、待

ち合わせ場所がどこかわからなくなり、緊急連絡先 を知 りながらも直 ぐに連絡をとることはしな

いで、約束時間よりも10分ほど遅れてきた。またMSSMの 中では、Aさ んの作業を黙って見守っ

ている筆者に対 して 「何か歌を歌ってくださいよ～。」などの発言があった。これらの言動から、

筆者はAさ んが緊張しているのを感 じとり、「MSSMを しながら、話をしましょうか。」 とAさ ん

に聴いてみたり、何 に見えるかなどのゲーム感覚でや りとりをしようと働 きかけていた。Aさ ん

は筆者 との会話やMSSMの や り取 りの中で笑ったり、Aさ んが投影 したモチーフについて思いつ

いたことを自発的に話 した りなど、少 しずつではあったが、Aさ んは緊張が和 らぎリラックスし

てMSSMを していた。

①Aさ ん の 物 晒

モ チ ー フAさ ん は 「 」、筆 者 は 〈 〉 、.r暁 ㌃ .,A、　こ、勤 …・''":

で記す・ 恒
で 麟 ▽1…,

1鷲懸 講撫
Figure1

*物 語の中の誤字 ・脱字は、Aさ んの

書いた物語をそのまま書 き出している。

(下線はモチーフを示 している)

僕(水 面に映ったヨット)は ずっと前からここに浮かんでたんだ。ずっとずっと続 く青の中に。

ある日僕は白の中に放 り込まれた。そこにはらせん状の少しなつか しいもの(貝)が 、い くつ も

転がっていた。僕は白の中で動けなくなったまま、ぼんや り遠 くを見たんだ。丁度、幽

、{い た レ カ 、 の 卿 僕の中でその赤 に入ってみたい、押 さえ切れ

な い欲 望 が 込 み あ げ て くる。 あ の 赤 の 向 こ うに 、 ・{っ

色 の穴 を 開 け た ま ま、 ム ー の マ ぐ壕 一 シ ョン

カ ッ ル

は立ち上がった。

気がする。灰
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②物順の内容 とそれに基づく筆者との対話

物語の内容 としては、非常 に抽象的な表現が多 く小説 を読んでいるかのようである。 しか し、

筆者は、Aさ んの内面が非常に良 く表れているように感 じた。僕は尖った描線に描かれた 「水面

に映ったヨット」である。尖った描線から見えたモチーフを主人公 として描かれているというこ

とは、主体的、能動的に物語に使 っていることがわかる。Aさ んは、インタビューの中で物語に

出ている 「僕」は 「Aさん自身」のことであると語 っていた。水面 に映ったヨット(僕)が なつ

かしいもの(貝)の 中に入 り、ぼんや りと遠 くをみると、夜明けの風景が 目の前に広がっている。

僕は赤色(朝 日)に 入ってみたいという欲望が込み上げて くる。それは、赤色(朝 日)の 向こう

に誰かが待っている気がするからである。灰色の穴をあけたまま紫の僕(僕 のイマジネーション)

は立ち上がったという話の展開であった。

Aさ んの物語は、自己内省をテーマとしたものであった。筆者はその中で もAさ んの中にある

アニマに焦点をあてることにした。その理由としては、話のや りとりの中に異性の話や物語の中

にも 「誰かが待 っている～」 というス トーリーになっているので、Aさ んの中のアニマについて

話 し合うことに意味があると感 じたからである。

以下は物語を書いた後の話のやりとりである。

Aさ んは 「 」、筆者は 〈 〉で記す。

〈物語の内容なんだけれど、どのような話なのか詳 しく教 えて くれるかな。〉

「はい。…なんか緊張する。」

〈緊張 してるのね。どんな感じかな。〉

「自分のことを言葉で表現するのはできるけれ ど、それを相手 に分かるように伝 えられるかどう

かと思うと…。」

〈相手に分かってもらえるように自分のことを伝えるのは、簡単なことではないね。わかっても

らいたいと思うほど緊張 して しまうよね。Aさ んはとてもユーモラスな感性をもっていると私は

思 う。でも、Aさ んの思っていることや考えていることを相手に伝えようとしても、なかなかそ

れが伝わっていないことをAさ んは日頃から感じとっているよね、 どうかな。〉

「はい、そうです。」

〈自分の思 っていることを相手に分かってもらえるように、自分の言葉で説明することは、Aさ

んのこれからのテーマなのかもしれない。それをこれから少しずつで良いので、一緒に努力 して

みないかな。〉

「そうですね。緊張 しますが、頑張ってみます。…僕は、水面に映ったヨットなんです。だから、

僕は海の中にいてて、そして貝の中にいてて…。」

〈僕はヨッ トではな く、水面に映ったヨットなのね。それって、ヨットではな く水で もない。ま

た僕は貝の中にもいるのね。それって、いろんなものに流動 している感 じに思 うけれどどう?〉

「はい。僕 は何者でもないんです。移 り変わってい くとい うか…貝の中にいてるときは、なつか

しさを感じていました。」

〈貝はAさ んにとってなつか しい ものなんだね。それは貝のどうい うところか らそう思うの?そ
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れとも、何かエピソー ドがあるのかな。〉

「貝は…昔、実家にいたときよく集めていたんです。おばあちゃんが。」

〈Aさんではな く、おばあちゃんが貝を集めていたの?〉

「はい。 よくもらいました。だか ら、貝は僕の手の届 くところにあるものっていう感 じなんです。

そして、なつかしい中に僕はいてぼんや りと遠 くをみていると、緑の向こうに真っ赤な赤があ り、

そこへ行きたい思って立ち上がるんです。」

〈赤 というのは、Aさ んにとってどのようなイメージなのかな。 また、赤の ところへ入 りたい と

いう欲望が込み上げてきたのはどういうところからそう思ったのかな。〉

「赤…なんだろうな。赤いところに入ってみたいと思ったのは、そこに誰かが待 っている気が し

たから。」

〈赤いところにい くと、誰かが待っている気が したのね。待っているのは…。〉

「何だろうなあ… 僕の心の中にある女性かな。」

〈Aさんの心の中の女性ね。その女性ってどのような感 じの人なんでしょうね。〉

「どうなんだろう…優 しい感じかな?ま だよくわかんないや。待っているというより、そこにい

るという感 じかも。」

(2)第2回 目の実施状況

X年Y+1月Z+7日

今回は、遅刻せずに部屋に来室 して くる。チ ョコレー トの入ったコーヒーを飲みながら来室 し

てくる。MSSMで も、Aさ んは、クイズ司会者の話の仕方をした りなど非常にリラックス した様

子であった。

①Aさんの物語

重高三欝 」鰐 鑛 鷲'隠 薫鎗 ン

慰灘購 漁 纏犠織

総 鷺簿瀧 ㌶ 擁 鑑議蜘懇懸
イな石で とめたネ ックレス。次に見Figure2

たのは小 さな模型だった。趣

建物に夕 日が当たっているところだ。ネームプレー トには知 らない国の名前。多分、行 くことも

ないだろう。その後も復元されたステンドグラスや、その遺跡の近 くで発見 された絶漣

羽 を見た。特別展示 コーナーの出口に近づいた時、僕の 目に一枚の絵が飛び込んで来た。里 を.抱

訟 玄」生の絵が縦長のガラスケースに展示されていた。何でだろ、ずっと見ていたらいけない気
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がして、僕は出口に向かった。帰 りに買った魚のス トラップが、僕のポケットから出てブラブラ

ゆれていた。

(3)第3回 目の実施状況

X年Y+1月Z+14日

#3で は、時間通 りに来室するものの、Aさ んの様子がいつもと違 うことに気がつ く。Aさ ん

は怒 りや疑いを抱えているような印象に見えた。筆者はAさ んの異変にすぐに気づき、MSSMを

する前にAさ んに筆者の感 じていることを話 し、Aさ んと話する必要を感じた。

Aさ んも筆者 と同様、話をしなければと思っていたのか、Aさ んか ら話を切 り出す。その内容

とは、#2と#3のMSSMの 間、外で偶然に筆者とAさ んが会ったことであった。Aさ んは交際し

ている恋人とのデー ト中で、筆者はある男性と・一緒に歩いているところであった。その時は、不

自然 さが残 らないよう、軽 く会釈 して別れたのだが、Aさ んは、筆者 と一緒にいた男性が、筆者

の恋人でないかと思ったようで、「一緒にいてた男性 と付 き合ってるんで しょ?」 と何度 も繰 り

返 していた。 この時のAさ んは非常に感情的になっており、まるでアニマに取 り愚かれているよ

うであった。筆者は、このことに関 して答えるのではな く、外で遭遇 した時のAさ んとAさ んの

恋人 との間に何かあったように感 じたので、そのことを素直に伝えることにした。すると、恋人

か ら、筆者のことを訊かれ、Aさ んが素直に話すと、恋人が異性 と個室で2人 きりになっている

ことに対 して非常に怒ってきたというものであった。Aさ んにとって、筆者は、年の近い異性で

ある。個室で作業 をすることは、非常に性的な異性への意識が高まる。また、筆者 との関わりは、

Aさ んや恋人にとっても、不安をかきたてるものになるの も無理はないように感 じた。筆者は、

Aさ んが感 じたことを言語化 し、共感すると、Aさ んの怒 りや疑いの表情はなくな り、Aさ んか

らMSSMを やろうと言い出 した。

①Aさ ん の 物 謡

モ チ ー フ:「 桜 の花 び ら」 〈さ く ら も

ち 〉 「エ トス とパ トス 」 〈ハ ンバ ー ガ

ー 〉 「自 己 認 識 」 〈月 を み る ヘ ビ 〉

(Figure3.を 参 照)

尖 っ た描 線 エ トス とパ トス

(物語の中で出て くる人名、場所 はA

さんの中の架空のものである。)

「夜桜 キレイですね」「ええ、 もう

少 し早かったら、 もっとキ レイだっ

たでしょうね」

毒饗痴 、

墨 嚢ll
Flgure3

松川 さんは遠 りょがちに笑って、僕の隣から前に移った。隅田川の夜桜見物は4月 中旬が ピー

クだ。僕の会社は隅田川から、二駅離れた場所にある。帰 りの電車が一緒だった。それだけの理
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由で松川さんは、僕を誘ってくれた。気があんの?あ んのか?

「来月の定例会議のプレゼン、準備 しました?」 松川 さんの振 り向いた顔が、夜店のライ トに

映える。「いえ、黒田さんに投げっきりです」笑いながら答えると、松川 さんも笑って くれた。

あんのか!や っぱ り!!

すれ違った子供が、ビニール袋をぶら下げていた。何だろう?桜 五ち?そ ういや、今 日の昼か

らの企画会議が長引いたせいで、何 も食べちゃいなかったよなあ。買おうかなあ、何か(エ トス)。

「話題になる広告って言われても難 しいです よね。今、同 じチームになってる営業の人も、言う

だけでなかなか」「う一ん、あれですよね。引きつけるの とインパク トは似てて違いますよね」

そう言いながらも夜店のハ ンバーガーが気 になる。 くそっ、何か本当に買おうかな。いいムー ド

だけど、1回 ピットインしとく?い や、待て待て、いやいや待て待て。ここで俺がハ ンバーガー

でも買ったらどうだろう。松川 さんが求めてる俺とは、違うん じゃない?あ るものも無 くなっち

ゃうん じゃない?こ こは我慢だ俺 よ(パ トス)、家に帰れば 「スーパーカップL5倍 ブタキムチ」

があるじゃないか。「月キレイですね」松川さんが小 さく眩いた。つられて見合げると、彼女の

言葉通 り。キレイな且 だった。バカみたいに腹の中で色々考えてた自分が嫌になる(自 己認識)。

月明かりと出店のライ トに松川 さんの黒いスーツとパールブルーのシャツが映えて、何だかフェ

ティッシュだった。きっと松川さんは僕みたいに腹ん中でゴチャゴチャ考えないんだろうな。今

夜の空気みたいに。澄んでるんだろうな。だんだん僕は、自分がずるい奴に見えて来た。「何か

僕坐 みたいですね…」「えっ?」 「いや、何でもないです」隅田川の夜桜の門を、僕らはくぐっ

て行った。

(4)第4回 目の実施状況

X年Y+1月Z+21日

Aさ んは時間通 り来室。筆者は、Aさ んに今 日で最終回であることを話する。Aさ んは、笑い

でごまかすような反応 をし、情緒 を隠すような感 じであった。

①Aさ んの物驕

モチーフ:〈 かめ〉「海辺に忘れられ

た水着」〈月の碑 〉「ネガチ ョフとポ

ジコフ」〈花 を生けた花瓶 〉「朝がこ

ぼれる時」(Figure4.参 照)

尖った描線:ネ ガチョフとポジコフ

ほほに違和感 を感 じて起 きると皇

がはっていた。やあ、 ここは どこ?

何処かで海鳴 りがするd空 には大 き

なししがいる。明る く僕の世界 を照
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らしている。ざらざらした手触 りを感 じながら、起きあがるとずっと遠 くに海が見える。何処?
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何処の海?ど うやら丘の上に立っているらしい。海風が僕のホホをなでる。ちょらちょら丘を降

りてい くと、見たことのない互確があった。大 きいな、あれ。何だろ、何が映っているんだろ。

ゆっくり近づこうとすると、つまさきが何かの感触 をキャッチする。水着だった。青 と黄緑が混

じったような色。人がいるのかな。「めんどくさいな」僕の中の迦Zが 眩いた。「そんなこ

とな一いよ。人 と知 り合わなきゃ、ダーメだよ」僕の中のポジコフが反論する。「いや、一人で

何でも作れるよ」ネガチ ョフが反論する。「一人で全部なんて、ムリムリ、沢山の人と知 り合い

ましょう」ポジコフも反論する。 どっちも僕さ。頭が痛 くなる。考るのってしんどい。一つ一つ

丁寧に考えるのってつかれる。でも、それしないと、僕は生 きていけない。また足元が何かを見

つける。面倒だけど、拾って しまう。嫌なのにしてしまう。花が入った花びんだった。誰のだ

ろ?こ の人は誰か待 ってたのかな。僕 も誰か待ってるかな?ポ ジコフもネガチ ョフもみんな好 き

になれるかな。東の空にぽっか り浮かんだ満月から、真っ赤な朝の零(し ず く)が 真っ黒な海に

落ちた。

*「 ちょらちょら」…Aさ んの出身地で使う言葉であるようで、特に意味はない。擬音語のよう

なもの。

皿 事例的研究についての全体的な考察

(1)ア ニマ ・アニムスについて

考察に入る前に、簡単にアニマについて述べてお く必要がある。アニマと密接な繋が りがある

アニムスもここで述べることにしたい。

アニマ(Anima)、 アニムス(Animus)は 、Jung,C.G.(1934)の 元型論の中で述べ られた代

表的な概念である。アニマは、男性の無意識の中で活動 している女性性や女性イメージである。

男性は意識の中で、外界 を男性 として生きている。したがって、無意識の補償作用 を考えると、

無意識の中心 には女性の心が存在することになる。その元型 となっているのが、アニマである。

Jung,C.G.に よれば、無意識の中心にあるものは、外界の対象 に投影されやすいとい う。したが

って、男性の目の前にある女性が現れた時、その女性が無意識の中の女性像 と一致すれば、その

男性はその女性のことを即座に好 きになるのである。つまり、男性の一 目惚れというのは、アニ

マの投影によって起こるというのである。アニマの逆はアニムス(Animus)で ある。アニムス

は、女性の無意識の中にある男性性や男性イメージである。無意識から立ち現れてくるものは、

無意識 とは異質な内容を備えている。アニマやアニムスは、意識と無意識 とを架橋する。それが

成功すれば、意識は、その偏 りを異性的な無意識によって補償 される。意識の中心 としての自我

が内界に適応 してい くには、このようにアニマやアニムスが必要なのである。

しかし、いつもアニマとアニムスが導 き手 として素晴 らしい働 きをして くれるとい うわけでは

ない。時にアニマやアニムスは自我をあやまった方向に導 くこともある。アニマ とはイメージで

あるので、このように実際の女性に投影されるが、感情的になって、怒 り狂っている男性や、現

実的な生活ができない男性というのは 「アニマに取 り愚かれている」 という。また、女性が論理

的な意見を声 高にま くしたてている場合 は、「アニムスに取 り愚かれている」 とい う(山 中
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1996)。 山中(1996)も 述べているが、筆者もアニマ ・アニムスについてのJung,C.Gの 考え方に

は、理解において未消化なところもあるが、全面的に肯定で きないところがある。それは、男性

はイメージ的なものが未分化で、女性はロゴス的なものが未分化であるというように、一面的に

言 うことがで きないのではないか と考えるからである。男性の無意識の中には男性と女性の心 も

存在 し、女性の無意識の中にも両性の心が存在するのではないかと考える。アニマ ・アニムスと

いうのは、男女の性別によってはっきりと区別 されるのではな く、一人の人間の中にはその両方

が存在 し、個人差や関係性の相違によって、たえずその表れ方変わって くると理解する方がよい

のではないか と思 う。Jung,C.Gが このように考えたことの背景には、Jung,C・Gが 育 った時代の

ことも関係 しているように思 うし、西洋 と東洋の違いもあるのかもしれない。この点は、今後 も

っと検討 してい く必要のある課題であるが、今回は性別の区別によらず、無意識の中に両性のイ

メージが存在することを前提として事例をみてい くことにしたい。また、本事例でいうアニマは、

比較的無意識の浅い領域でのアニマイメージについて述べたいと思う。

(2)第1回 目の考察

物語は、「誰かが待 っている」 と書いてあったように、Aさ んのアニマについて考える必要が

あることを示唆するような物語になっていた。

物語についてのや りとりも、アニマに焦点づけた内容であった。Aさ んは抽象的な物語を作 り、

非常に自分自身についての内面について考えようとする人であるように筆者は感 じた。ヨットで

はなく 「水面に映った」 ヨットというところからAさ んの心の内面が表されている。そして、そ

れが貝の中にいるのである。貝はAさ んにとって 「なつかしい」 ものであ り、それは祖母なので

ある。祖母は女性であるので、これもアニマであろう。祖母はAさ んのアニマを育てるために非

常に重要な存在であったであろう。その貝の中にいた僕は、遠 くにある山から登ろうとしている

朝 日(赤)を 見て、「そこに入 ってみたい」 という欲望が湧 くのである。Aさ んの話からも、そ

の赤には 「女性が待っている」のである。それは、「僕の心の中の女性」なのである。筆者はそ

の女性像に光をあてようとするが、Aさ んは 「まだどんなのかわか らない。」 と話 している。Aさ

んは、なつかしい祖母の もとを離れ、まだ見ぬアニマのところへ向かおうとしているのであった。

今後のMSSMの 見立てとして、Aさ んのアニマがどのような人物なのかをAさ んとMSSMを 通 し

て知っていくことであると筆者は考えて進めてい くことにした。

(3)第2の 考察

#2で も 「僕」が主人公 として出てきているが、MSSMで 投影 されたモチt・・・…一フの中にはない。

尖った描線に投影されたモチーフは、「ステン ドグラス」であ り、これは、展示物のひとつであ

る。またこれは、今回Aさ んがインタビューの中で、自分の問題 として語っていた 「絶滅 した鳥

の羽」やアニマであろう 「卵を抱える女性」へ 「僕」を導 くものであった。

Aさ んのインタビューの中で、主人公の 「僕」は 「卵を抱える女性」を見るために博物館へ行

ったが、「見てはいけないものだ」と思い、結局見ずに博物館を出てきたと話 していた。物語の

中でも、それを表現 し、最後に博物館で買った 「魚のス トラップ」が 「僕」のポケットから出て
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揺れているという 「卵を抱えた女性」 を見たいがそのようにで きないという 「僕」の葛藤が見事

に表現 されていた。

#2のMSSMの や りとりの中で、Aさ んは 「筆者は、恋人がほしくないのか?」 や 「恋愛対象

と思う年齢はい くつであるか?」 など筆者に訊いていた。筆者はそれらの話 しに対 して丁寧に答

え、Aさ んに 「僕ではないんですね…」 と答えさせた。そのや りとりがあり、筆者はAさ んに負

担がかかっているように感 じ#2で は 「尖った描線」を描 くことを控えたのであるが、そのや り

とりの直後にAさ んから 「尖った描線」 を提示 された。それに対 して筆者は、いくつかのモチー

フを連想させたが、#1にAさ んは 「尖 った描線」に 「水面に映ったヨット」 を描いていること

から 「映るモチーフ」 と、いろんな色があるものがよいと思い 「ステン ドグラス」 を描いた。こ

れらのやりとりの流れから 「卵を抱える女性」というのは筆者であ り 「見てはいけない」と 「僕」

が思い、その場を立ち去 っているとも受け取れるが、インタビューの中でAさ んは 「恥ずかしく

て見てはいけないと思った。」 とも述べていた。 このことから、「卵を抱える女性」 というのは、

妊婦であり、出産のことを連想 しているのかもしれない。

またAさ んは 「絶滅 した鳥の羽」の連想から、インタビューと感想文の中で自分の問題に気づ

いている。次の括弧は、Aさ んのインタビューの一部を抜粋 し省略 したものである。「…僕は、

自分が変であ りたいと思っているところがあるんです。普通だったら、羽は白い じゃないですか。

でも、それは普通だか ら嫌なんです。…僕は凡人なのに、相手にそう思われたくな くて、変わっ

た人だと思われた くてしてしまうところがあるんですよ。…無理して自分を大 きく見せ ようとし

ていて、そんな自分に嫌悪感がある。」 これは、筆者 もAさ んと初めて会 ったときに感 じたもの

に通じることである。Aさ んは、無理 している自分に気がついていて嫌悪感を感 じていた。筆者

は、Aさ んにこのことに気がつけていることを褒め、あ りのままの自分でも他者が受け入れてく

れていると感 じられるようになることが大切であることを話 した。

また、#2か らモチーフがひとつ増えている。これはAさ んが自発的に 「もうひとつモチーフ

を増や したい。」 と筆者 に話 してきたのである。理由は、交互に線を描いたり、絵 を描きたらな

さを感 じていることと、絵を増やしてしっかりした物語を書きたいとのことであった。通常なら、

筆者は断るのだが、Aさ んの要望に応えることは、Aさ んにとって自分のことを深 く考えること

になると感 じた。筆者はAさ んに 「普通は5つ の絵をつかって物語を描 くルールになっているん

だけれど、Aさ んはもっとしっか り物語を描きたいという気持ちが強 くなってきているのですね。

Aさ んにとって絵を増や した方が描 きやすいのであるならそうしてみましょう。」 と話 して、今

回から6つ のモチーフで物語を書いてもらうことになった。物語は別の画用紙に、筆者が黒のサ

インペンで枠 を描 き、その中に物語を書いてもらった。

(4)第3回 目の考察

#2にAさ んからの要望で、1つ モチーフを増や して、物語の枠 を大 きくしているので、#3の

物語は非常 に長い。筆者は、Aさ んのエネルギーも考慮 して枠の大 きさを設定 した。 しか し、そ

れでは書 ききれず、Aさ んは自筆で右側1/3あ たりのところに線を引っ張 り続きをかけられる

ようにスペースをつ くった。内容は、#3の 前 に遭遇 した出来事を引きずっていると感 じ取れる
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ような内容で、同僚の女性 と 「僕」が夜桜 を見に出かけているところでのシーンでその女性が

「僕」に個人的な感情があるのか どうか気になっているというものである。

今 までは、「僕」の内的な部分でのアニマであ り、ひとりでのや りとりであったが、#3で は、

現実的な女性へとアニマを投影 させ、2人 でのや りとりの中で 「僕」が異性 との付 き合い方を考

えている。またもう一つ重要な問題が、紹 では出現 している。それは、女性 との関わ りの中で、

僕が腹の中で思っていることを見ていただきたい。彼女のことは置いておいて、物欲に走ろうと

する 「僕」(エ トス)、物欲に走らないように引 き留める僕(パ トス)と のやりとりと、その両側

面に気づ き嫌悪感を感じる 「僕」が物語の中で現れている。アニマとののやりとりの中で現れて

きたこのテーマはAさ んにとって非常 に大きな問題であるように思 う。ここでの問題は、縄で も

出現される。

また、Aさ んはインタビューの中でこのようなことについても話 している。「僕は、松川さん

が自分に気があるのかないのか ということで揺れている自分が好 きなんですよ。」 この言葉 を聴

いて、筆者は、恋愛 というよりも、ひとりで恋愛ごっこのような妄想遊びをしている少年を連想

した。Aさ んは20代 前半で実際恋人もいるのであるが、まだ心は10代 の少年のような未熟 さを感

じた。また、2人 でお互いの情緒の交流 を楽 しめないAさ んの しんどさをみたような感 じになり、

とても悲 しくなった。この感情の動 きは、筆者のAさ んに対 しての逆転移にあたるのか もしれな

い。 しか し、Aさ んだけでなく、世の中の成人男性は、結構多いような印象があるのではないだ

ろうか?筆 者は逆転移であることを知った上で、Aさ んに筆者が感 じていることを伝えてみた。

Aさ んは 「そうですね。」 と返事をしたが、その返答をした時のAさ んの表情は、 とても寂 しそう

であった。

(5)第4回 目の考察

#4の 物語も長い。最終回も 「僕」 を主人公にしていて、アニマ と思われる女性の水着をみつ

けるところから、「僕」の中にいる 「ネガチ ョフ」 と 「ポジコフ」のやりとりが繰 り広げられる。

#3で はAさ んは嫌悪感を感 じると物語では書いていたが、今回は 「ネガチ ョフもポジコフも好

きになれるかな。」 という風に、どちらも 「僕」であ り、嫌いだと思う気持 ちもあるが、これら

の情緒をしっか り受け入れようとしている。 これはAさ んにとって良い変容である。これは、ア

ニマの出現と関わ りから、Aさ んの問題が浮上 し、Aさ ん自身で接 し方や受けとめかたを考えた

ことになる。

Aさ んは、#4で 将来のことについて話 している。Aさ んは、公募の作品を出そうとしている

ことや、将来ライターにな りたいとも話 していた。Aさ んは、このようなことは、社会に役立た

ないと思っているとも話 した。筆者は、Aさ んの挑戦については、ものすごいことだと思い、A

さんが頑張っていることを褒めた。将来の夢についても、社会に役立っていないと思う気持ちが

あることについて詳 しく話を聴 き、役立っていないことについて も話 し合った。すると、Aさ ん

の表情が軟 らか くな り、突然のように 「今 日で最終回でしたよね…。寂 しいですね。」 と話 した。

来室当初は、情緒を見せないよう蓋をするような態度をしていたAさ んであったが、将来のこと

を筆者が受けとめ、話 し合ったことで、Aさ んの感情面を筆者にみせても大丈夫であると思った
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のであろう。あ りのままの自分 をみせても受け入れてもらえる体験をAさ んはできたのではない

かと思う。

(6)全 体的な考察

4回 のMSSMか ら、アニマの変容と、アニマとの関わ りの中からAさ んの問題が浮上 し、その

問題 をどのようにして解決 したかを述べてみたい。#1～#4でAさ んが 「尖った描線」に投影 し

たモチーフは、物語では 「僕」 という主人公を表現 したものになり、それらを主体的、能動的に

物語に統合 させている。#1か ら物語ではアニマが出てきている。 しかし、#1の 段階でのアニ

マは、非常 に漠然 としていて、 どのような女性なのかAさ んはわからない と述べた。#2で は、

Aさ んは筆者に恋愛性転移 を引き起こしているかのような発言があり、筆者はその転移を受け入

れようとしなかった。その関係 もあるのか、MSSMの 物語では、主人公の 「僕」はアニマであ

ると考えられる 「卵 を抱えた女性」 を見に博物館 に向かったのだが、「見てはいけない」 とい う

気持 ちになり、出て行ってしまう。#3か らAさ んの強い希望で物語が長 くなる。ここから、A

さんが、物語 を描 くことで、内的な自分のアニマとのや りとりを積極的に行おうとしているよう

に筆者は感 じた。#3で は、現実的な女性にアニマを投影させ、その女性と 「僕」 との関わ りの

中から、「僕」の問題である2つ の情緒側面の対話の中で 「僕」が揺れ動かされ、嫌悪感を味わ

うことが出て くる。 この嫌悪感は、「～したい」 という欲求的なものと 「～ してはいけない」 と

いう理性的なものとの葛藤か ら出てきたものであ り、また#2か らAさ んが気づいている 「平凡

な自分」を受け入れることも関係 しているように思う。Aさ んは、嫌悪感をしっか り味わい、#4

では、2つ の情緒 も 「僕」の中にあるもので、他の誰で もな く僕自身であることということや、

「どちらのものも好きになれるかな」 と物語で語っている。最終的には問題 を 「僕」自身のもの

であり、それらを受け入れようとしている。この態度は、非常に良いものである。このように出

来たのは、アニマの変容や、Aさ んが筆者 とのや りとりの中で表出したAさ んのアニマをAさ ん

が しっかり感 じ取れたことが考えられる。

Aさ んのアニマイメージは、#1で も物語で表現されているように 「待っている」ことができ、

#3で は美しいものをみて、素直に 「綺麗ですね。」 と言葉に出せる女性像である優 しい女性像で

あるように筆者は感 じた。これらの女性像は、Aさ ん自身の中にもあ り、普段のAさ んの言動で

もよく表れている。〃1にMSSMの 後、教室の窓から見える夕焼け空に気がつき 「空が綺麗です

ね。」 と筆者に教えて くれたり、難 しい描線 を提示 し、筆者がモチーフを投影 させようと苦戦 し

ている姿を静かに待った り、おもしろい発言をして筆者を笑わせ ようとするAさ んの優 しさの部

分でもあるように思う。

#1～#4のMSSMは 、Aさ んにとって非常に実 りのある体験であったようである。筆者は、

最終回にAさ んに全体のフィー ドバ ックを行ってお り、その中でAさ んは、「最初は自分の奥底に

ある見えないものを掘 り起こして見 ようとする感じが した。 しんどかったが、僕にとってその作

業はとても必要であると思うし、そうしないといけない気が した。 しんどさはあったが、スリル

感 もあった し、とても楽 しかった。4回 してみて、もうできないと思 うととても残念です。 して

みて、最初の頃の僕 と今の僕は違 う実感がある。今は、自分 を出 して も大丈夫だと思う。」 と話
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してい る と こ ろか らわ か る。

N終 わりに

今回は、1つ の事例 を取 り上げて、MSSMの 物語からみられるアニマの変容について検討 した。

今回の事例は、調査対象者が 「尖った描線」を能動的に物語に統合できていた。#1～#4で の4

作品の物語は、「僕」 とアニマのや りとりが現れ、その中で、調査対象者である 「僕」の問題 と

積極的に向 き合 うことが出来ている。MSSMの 「尖った描線」に投影したモチーフを物語の中

に能動的に使 うことが心理カウンセング場面でのクライエントの心理的変容を促進 させるために

重要であることを示唆している。今回は主にアニマについての変容 を重点的にみてきたが、カウ

ンセリングではクライエントのアニマ とアニムスを育てることが重要であると思 う。どのような

問題が浮上しても、クライエン ト自身で乗 り越える力 をつけることがカウンセリングには求め ら

れている。「問題を乗 り越える力」 というのは、クライエン トの中に存在するアニマ ・アニムス

を育てることである。MSSMで のアニマとアニムスを育てるための導入方法を今後の課題とし

て考えていきたい。

*Aさ んの事例的研究で述べている内容は、個人のプライバシーに配慮 し若干の修正 を加えてい

る。
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